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海外で生活する子ども達の教育機関の一つとして、国内の小中学校、又は高等学校と同等
の教育を行うことを目的とした日本人学校が設置されている。日本人学校に在籍する子ど
も達は日本とは異なる気候、習慣、文化、言語等の様々な面で適応を求められるとともに、
治安面で不安がある地域では、生活や行動の範囲に制限を求められる場合もある。そうした
子ども達と同様に、その保護者も自身の海外での適応の問題とともに、日本とは異なる環境
における子育てに苦慮していることが指摘されている。 
本研究では、①日本人学校の保護者を対象にメンタルヘルスの現状を把握すること、②日
本から心理臨床の専門家らが現地に訪問し、いかにメンタルヘルス支援活動を行うかを探
索すること、の 2点を目的として、海外における保護者の内的な資源の把握も含めて、保護
者のメンタルヘルスにおける現状について多角的に捉えることを試みた。 
第１章は序章として、1．海外在留者のメンタルヘルスに関する調査、2．海外在留者への
メンタルヘルス支援全体状況を先行研究から概観した上で、3．日本人学校におけるメンタ
ルヘルス支援・研究の課題と展望を考察した。更に、海外の生活で活用できる相談資源が限
られている状況下においては、保護者に備わっている能力、すなわち内的な資源にも目を向
けて支援を検討していく必要があり、4．日本の子育てにおける保護者の内的な資源として
レジリエンスの先行研究から保護者の内的な資源について整理し、内的な資源の拡大につ
いても触れている。以上を踏まえて、本研究の目的について提示した。 
第 2章は、 海外日本人学校における支援活動を通して、日本人学校のメンタルヘルス支
援の現状を把握することに加え、教員と親それぞれが困っていることを抽出し、まとめてい
く中で、教員と親のニーズ特性について検討した。1 校の日本人学校の教員を対象とした自
由記述式による質問紙、調査者間の実践調査の振り返りの逐語記録、実践調査の記録やフィ
ールドノートから“メンタルヘルス支援の現状と課題”、“教員・親が困っていること”に該
当するキーワードを抽出し、122 のカードを分析の対象とし、計 24 のグループ(教員の声：
13 グループ、親の声：11 グループ)に分類した。更に、(1)「地域性」から生じると思われる
「教員の声」、(2)「地域性」から生じると思われる「親の声」、(3)「日本人学校または日本
の学校の特性」から生じると思われる「教員の声」、(4)「日本人学校または日本の学校の特
性」から生じると思われる「親の声」の 4 つの内容に分類された。アウトリーチによる支援
者の役割と機能に関しては、次の 2 つの可能性が示唆された。第 1 に“専門家としての助
言・情報提供”が挙げられ、教員は、コンサルテーションや情報提供、中でも特別な支援を
要する子どもへの対応について具体的な方策を必要としており、親も同様に、特別支援を要
する子どもに関する情報提供に加え、子育ての助言を専門家に対して必要としていた。第 2
に“メディエーターとして役割”が挙げられ、親—教員、教員—子ども、親—子ども等の二
者間の架け橋となり、双方のコミュニケーションを円滑にする存在となる第 3 の立場を指
す。周辺の環境の中で、このような立場をとれる人的資源が少なく、しばしば 2 者関係の中
で行き詰まる事態に陥りやすいため、関係者はこの役割をアウトリーチによる支援者に求
めていることが示された。海外における外的な資源や保護者の内的な資源の状況について
は、外的な資源が不十分な中で、“子どもに関する親の内的な資源”の機能が低下している
ことが考えられた。 
第 3 章では、2 回目の日本人学校における実践活動を通して、“個別教育相談活動”に訪
れた親と“一般への教育相談活動”として行われた講演会に参加した親を対象とし、“親の
メンタルヘルスにかかわる悩み・心配・ニード”を検討した。親を対象とした講演会の参加
者 32名を対象に、選択式•自由記述式による質問紙から、相談相手、遠隔地の支援、親の思
いに関する傾向を整理した結果、7つの中カテゴリーが見出され、更にそれらを 3つの大カ
テゴリー（相談相手の限局・相談相手の不足・子育ての悩み）としてまとめた。個別面接を
利用した親からの情報、調査者間のディスカッションの記録、フィールドノートから“親の
ニード”に該当するキーワードを抽出し、34のカードを分析の対象とし、7つの中カテゴリ
ーに分けた後、3つの大カテゴリー（話し相手の切望・メディエーターの不在、具体的な子
どもの悩み）に分けられた。“講演会に参加した親”と“個別面接を利用した親”のニード
を比較•照合し、両者に共通する親の悩みとして、日常的な相談相手の少なさ、専門的な知
識を持つ第 3者的な相談資源の不足、子育てに関する日常的な懸念が挙げられた。そして、
“養育や教育の一般的な要因”、“ 日本人学校が持つ要因”、“地域が持つ要因”が親の悩
みに強弱をつけ、これらの要因が重なれば親の苦悩は深くなることが推察された。また、内
的な資源に関しては、“子どもに関する親の内的な資源”に加え、“親自身に関する親の内的
な資源”が、上記の３つの要因によって機能しにくい状況があることや、親が来談行動に結
び付く前向きで自発的な姿勢が、“社会とのやりとりに関する親の内的な資源”として機能
することが考えられた。 
第４章では、海外に滞在もしくは滞在経験を持つ母親から、子育ての困難な状況とその状
況にどのように対応してきたかについて聞き取り、海外における子育ての現状と課題に加
え、海外に存在するメンタルヘルス資源について捉えることを目的とした。日本人学校に在
籍する子どもを持つ母親 1名と、過去に日本人学校に在籍した子どもを持つ母親 2名の計 3
名によるインタビューデータを SCAT(Steps for Coding and Theorization)を用いて分析し
た。分析の結果、海外、日本人学校、母親コミュニティ、帰国、母親の 5つの上位カテゴリ
ーに分けられた。外的な資源として、日本人学校においては、［教員の積極的な姿勢］、［教
員の保証や対応］、［教員による子どもの状況把握と共有］、［帰国する子どもに関する経験と
助言］、コミュニティにおいては、他の母親による［相談相手］、母親コミュニティや子育て
サークルによる［情報交換/相互支援］、グループやボランティア活動による［活動の場］が
挙げられた。内的な資源として、［子どもへの適応の促し］、［子どもの気持ちに沿った関わ
り］、［学校への働きかけ］［地域への働きかけ］、コミュニティの外での［居場所作り］に加
え、母親間の関係構築のあり方が示された。海外における子育ての現状と課題としては、①
見通しの持てなさ、②喪失の体験、③脆弱で閉鎖的なコミュニティが考えられた。 
第 5章では、海外に滞在経験のある母親にインタビュー調査を行い、海外の子育てにおけ
る課題を乗り越える具体的なプロセスを明らかにする中で、母親の内的な資源の活用につ
いて捉えることを目的とした。過去に日本人学校に在籍した子どもを持つ母親１名による
インタビューデータを、複線径路・等至性モデル（Trajectory Equifinality Model）を用
いて分析した。分析の結果から、1．自身の適応の時期、2．近所の子ども同士のトラブル、
3．学校でのトラブル、4．友人からの相談の時期に分けられた。海外の子育てにおける課題
生起の過程として、日本では協力的であった夫、日本では当たり前であった文化といった心
の内や外にある対象が失われる体験が海外生活の早期の時点で見受けられ、その後の過程
でも日本では当たり前に相談できた対象を喪失しており、日本から持ち込まれた心の中や
外にある対象の喪失が繰り返されていた。そうした中、海外生活が始まった最初の時点で、
保護者自身が“周りに頼ることや期待することを諦める”ことで海外生活を維持し、周囲に
よるサポートを待って問題を解決するのではなく今の環境に応じて“自ら問題を解決しよ
うとする試み”があり、トラブルの解決に至るまでに“疑問を持ってその疑問を自身の中に
留めておく姿勢”を持ち、更に、海外生活の様々な困難に直面して対応を繰り返していく中
で“肯定的な捉え”を確立するといった４つの内的な資源がみられた。そして、保護者が意
図して内的な資源を活用するというよりは、対象の喪失に直面する中、その都度生じる問題
に対応し続けざるを得ない状況によって、内的な資源が賦活するものと考えられた。 
第 6章では、総合考察として、第 2～5章の結果を総括し、保護者の世帯が日本から海外
へ移動し、次に、“保護者が置かれた状況”に直面し、そして、“保護者に生じる課題”を経
て“保護者の内的な資源”に至るまでの流れを提示した。また、これまでの結果を踏まえて、
“保護者の内的な資源”を①子どもに関する親の内的な資源、②社会とのやりとりに関する
親の内的な資源、③親自身に関する親の内的な資源に分けて整理した。その上で、保護者の
内的な資源に着目した支援の在り方の提案をアセスメントと介入に分けて示した。最後に
本研究の意義と限界について論じた。 
